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阪神・淡路地震

阪神大震災地図

1995年 （平成7年）
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発刊ごあいさつ

近畿税理士会

会長 森全次郎

和戎 7年 1J] 171 l •J~‘「•Iiij 5時46分、 兵庫阻

南部を姦1文7の激店が洟った

神戸を大きな地姦が襲うとは夢にも思って

いなかった被災行は、何か起こったのか訳か

分からなかったとしヽわれてしヽます。

本会の他地技の全員も地店直後は、大きな

地店だったなあ、と限こ梵くにとどまってし、

ました。テレヒ紺逍も、 1n後は大した被，［で

はないような骰迅でした それが時間が経つ

につれ、屯話・交通検IY.Jはイ通、屯気 ・ガス

もダメ、 そして火災の発生、死者 ・行方イ<illl

行の数は時間の経過とともに飛蹄的に増え、

また、崩浴した点速道路、猛炎に焼け洛ち、

あるいは無残に倒壊したヒルや家柑守々かテ

レピ画面に映し出されてゆきました。

これは大変なこと：こな-'た、 とその時にな

って初めて気がついた次第です。

私は、＇厨§局に連絡して会員の安舌確認を

指ぷいたしましたが、ライフラインが壌滅し

て確認の手段があ l)ません。 苛立つ氣持ちて

取敢えず 1月18nに4け務局に出If1)き、緊急止

副会長会を 1月20Hに開催して、救援本部の

，よ笛と対応策を協ふすることといたしました。

一般被災行や被災会H！こどうすればいいの

義援金の袷集、誤災関

税金よろす相談の実

か分からなしヽままに、

辿の特別立法等の要望、

施等を行ってきました。

特に義援金の社集では、本会会員は基よリ、

全国税理 l：全（会員）や関連団体布から莫人-

な浄財の出捐をいただきました。

そして＆災から 3.4ヶ月程経過 してから、

危機管理マニュアルを作成しなければならな

いのてはないかとの意兒か出、また、 令［りの

税理 1：全からも、経験を踏まえた内容のもの



を是非作成して欲しいとの要望を受けてきた

わけです。平成 7年 6月22日開催の第3lliil定

期総会で、阪神・淡路大震災救援対策本部を

阪神・淡路大衷災対策特別委員会に改編し、

その所管事項の一つに刈該マニュアルの作成

を掲げました。

当，；亥特別委員会の活動は、平成 7年 9月か

らであり、当該委員会内に小委員会を編成し、

同時に地元会員の中から専門委員も選任して

取り組んできました。

被災地外のわれわれが芍えたのは、危機管

理マニュアルであ I)ましたが、被災地会員を

中心にした小委員会では、単なる危機管理マ

ニュアルではなく、むしろ、あの想像を絶す

る体験を被災地外並ぴに後世の人々に伝え、

その中から今後に役寸一つ情報も盛り込んだも

のとして作成すべきであるとの意見が強く、

この方向で作業を迎めることとなりました。

そして、平成 8年2月からの、われわれ税

理士にとって最も多忙な、しかも誕災税務と

の係わりから平年以l•に多忙な所得税確定申

告時期においても資料集め、原稿のオl合せ等

を行いながら、この度「震災•その轍一被災

地からの報告」と題して本書を発刊する運ぴ

となりました。

本書の編集に係わった震災対策特別委員会

委員（専l"J委員も含めて）の並々ならぬ努力

に心から敬意と感謝を巾し卜→げたいと存じま

す。

また、全国の税坪士会や会員•関連団体か

らの心強い励ましを得、これに応えるために

も、との恩いもあってここまで頑張ってきま

した。

ここに全国の税理上各位に改めて衷心より

お礼申し上げますとともに、あのような地震

の一度と起こらないように、万一起こった場

合には、本書がいささかなりとも役立ってく

れることを祈念して、各位にお届けいたしま

す。

本会は、今後も被災地に対する救援活動を

継続していくことをお誓い申し 1-．げるととも

に、被災された方々の•刻も早い復興を心よ

りお祈り巾し 1：げます。

乎成 9年 1月



発刊にあたって

近畿税理士会

専務理事 北野博也

（阪神 ・淡路大震災対策特別委員長）

神戸を中心として近代都市を洟った姦度 7

の直ド型の激設、私たちは、この地i拉のもた

らした殷内の凄まじさに息をのみ、 ri策をな

くして茫然と｛r-ち疎むばか 1)でした。

奇しくも被災から免れた私たちは、被災者

に何をして差し上げればいいのかすら分から

ず、 iuJかしなければならなしヽという焦りの氣

持ちが先走るばかりでした。

本全では、森会長を本部長とし、常務理ポ

会構成員及ぴ近畿税理い：政治連盟の幹・!"長を

構成員とする阪神 ・淡路人・姦災救援対策本部

が設閻されました。私も業務部長として参画、

暗中模索し時間に追い ｛r．てられ、各部長 ・委

員長と協力し、 •Ji務局を叱咤激励しながら諸

施策を企画立案 ・実施して参りました。

すなわち被災会員の安否確点書 ・被災状況把

捏、（反事務所の許容 ・が務所表示板及ぴ税理

L・パ 1チの無償交付等の登録関連の特例措箇、

義援金の募集、納税申告期限の延長や雑損控

除、災害減免の遡及適用等々を内容とする緊

急要望（第 1次～第 4次）、被災地会場・マイ

クロパス • 本部架設屯話（ホ ッ トライン）に

よる税金よろず相談（単なる税の申告相談に

とどまらず、税を中心としてあらゆる相談に

応じ被災者の梢神的ケアに役 、ヽ［つ朴l淡）官々

を実施したのでした。

これらの施策を実施するなかで、平時より

危機状況に備えておくぺき4iの幾つかに思い

芍リ、また、企画 ・・兵施後になって反省すべ

き点もあって、これらを穂めて危機管理マニ

ュアルを作成しなければと考えていました。

また、全国の税理士（会）や関連団体筈の心

強い励まし ・支援に対し、 この体験を何らか

の形で報告する ことは、私たちの責務である



とも考えていたところです。

乎成 7年 6月の第311ul定期総会で、危機管

理マニュアル{i成を所掌事項の一つとする阪

神・淡路大震災対策特別委共会が設笛され、

私が委員長に命ぜられました。

私は、このマニュアル作成チームは、被災

地会員中心の構成かよいと考え、特刈委員会

内に小委員会を設け編集に取り組むことにい

たしました。

1ヽ,1初、私の方で用意したタタキ台は、正に

危機管理マニュアルでした。しかし、小委員

会では、単なる危機管理マニュアルではなく、

震災休験者の視点に立って、生の衷災体験を

被災地外並ぴに後机の人々に残し、かつ、今

後の防災対策に役立つものにするとの碁本方

針を決定いたしました。

そして、この方針のもとに、次の三部構成

で木書を編集することにいたしました。

① 個人生活の視点からみた報告・防災対

策

② 税理士の業務の祝点からみた報告・防

災対築

③ 税坪士会の祝点からみた報＇占・防災対

策

作業の手始めは、三部構成のそれぞれにつ

いての項n設定でした。小委員会を三部構成

に合わせて 3小委員会とし、 3小委員会を統

括する編集責任者に境一燦特別委員会副委員

長を選任し、そのもとに小委員各人が設定項

目を持ち寄って検討を軍ね、項目の第 1次案

が設定されました。

この検討の中で被災会員へのアンケート調

杏の実施が決められ、 1,902人の対象会員のう

ち877人から回答が寄せられ、この回答集計、

体験談も本書に取り人れていくことにいたし

ました。

また、本書編集には、小委員会委員のみで

は丁不足であると考えられ、被災地会且の中

から本苦編集のための専門委員 9名も追加い

たしました。

平成 8年 6月の特別委員会では、外部の専

門家として、阪神・淡路まちづくり支援機構

の代表にご就任の成都府立人学学長・広原盛

明教授並びに地震研究家として名高い神戸市

立櫨谷中学校教諭・背本格先'1:に原稿依頼を

することが決められました。

3小委員会は、それぞれで資料収集・幣埋、

設定項日ごとのオII当委員による起稿を行い、

月に 2-3回の会合を巫ねなから原稿を取り

糧めていき、平成 8年 8月25B (ti) • 26日（月）に

編比委員16人が合宿して第 1回の全体編集を

行いました。 25日（日）は、朝1(］時から夜の10時

まで、 26日（月）は、朝 9時30分から夕方 5時ま

で、休憩は食事時間のみという強行スケジュ

ールで、集まった原稿を一つ一つ俎上にのせ、

激論を闘わしての会議でした。

第 1回の全体編集会議での論識を経て、更

に推敲された）泉稿ゲラ印刷をもとに、第 2回

の編隼会成が11H22□（企・ 23B1む開催され、

ここでは全ての原稿が出揃い、その後も編知

会議を重ね、ここにト書発刊に至ったわけで

あります。

この編集に ‘I'，って、担消された委員の方々

には、ご目身の仕事の合間を縫って、姿料探

し・収集・整理、起稿、調悠、編集と大変な

努力を費やしていただきました。その心労は

如何ばかりだったかと介じます。心から敬意

と感謝を申し上げます。



また、広原盛明京都府V．大学学長並びに背

本格神戸市立櫨谷中学校教諭には、ご繁忙の

折にもかかわらず柾げて本書に負凪な玉稿を

お寄せくださいましたことに衷心よりお礼巾

し1こげます。

更に菱三印刷株式会利の近藤明雄晶lj礼長、

大西薫諜長には、編見面でも多人のご助言を、

そして曲業ベース抜きのお力添えをいただき、

また、 n地出版株式会ネtはじめ多方面のガ々

から査料提供等ご支援を賜りましたこと、こ

こに記して感謝中し 1．げます。

このように、本書は多くの方々のご支援に

より発刊することができました。そのことに、

私は大きな意義と誇りにも似た喜びを党えま

す。そして、あのような悲惨な災雲が再ぴ起

こることのないよう祈りつつ、もし万一起こ

った場合に本書•が少しでも役立つことがあり

ますれば、望外の喜ぴとするものであります。

被災者の 1tlも早い復興を心より祈念申し

上げます。

平成 9年 1月

阪神・淡路大震災対策特別委員会
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